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多様化するミッション要求に応えるため,近年の通信衛星は,通信能力向上のための大型
展開アンテナ,及び,電力供給のための大型太陽電池パ ドル,などの柔軟構造物を装備する
傾向にある。この様な宇宙機の姿勢を安定化し,かつ,高精度に制御するためには,これら
柔軟構造物の弾性振動を抑制することができる設計手法が不可欠である.加えて,実装時の
資源的制約から,制御器には極力簡素な構造が望まれ,また,制御系設計時のモデル誤差に
対してロバス ト安定性を保証することも要求される.
この様な問題に対 して,これまでの研究成果 として,Direct Vclodty alld Displacement
Fecd―Back(DVDF3)制御器の有用性が知られている.DVDFB制御器を用いる優位性は,内
部安定化のための条件が,閉ループ系の係数行列が持つ定性的性質のみを利用している点に
あり,上述した高次弾`性振動とモデル誤差に対して,非パラメ トリックなロバス ト安定性を
保証できることにある.
このDVDFB制御器は,静的出カフィー ドバック制御器であるため,その構造は,従来か
ら広く用いられてきたPD制御器に酷似している。これら双方を比較すると,PD制御器では,
多入力多出力系に対する制御器ゲインの干渉項が存在しないのに対して,DVDFB制御器には
存在する。また,PD制御器には,系統的最適化設計法が存在しないことに対して,DVDFB
制御器では,線形行列不等式 (LMI)を用いた最適化設計法が提案されている.これらの差異
が制御性能に与える影響は,十分に吟味されていない。そこで,本研究では,DVDFB制御器
の最適化設計法を適用することにより,PD制御器の最適化を試みる。そして,柔軟宇宙機で
ある技術試験衛星VIII(ETS―VIII)の数値モデルを用いたシミュレーションを通じて,これら
の性能の比較,検証を行う.
本論文は,6つの章と付録から構成される。第 1章は序章であり,研究の背景と目的を示
す。第2章では,想定宇宙機モデル ETS―VIIIの概要を述べ,モデリングを行う。第3章では,
従来の制御手法による分類 (DVDFB制御,PD制御),そして,新たに採用したPD最適化設
計手法, という流れで,3つの制御器について述べる.第4章ではシミュレーションの条件
を設定する.第5章では数値例を示す。第6章は結論である。最後に,付録として細かな定
理を掲載する.
